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(57)【要約】
【課題】本発明は、強度に優れ、組み立てが容易な組立
式収納棚を提供することを目的とする。
【解決手段】複数の縦板１と横板２を組み合わせること
で方形状の収納部３が縦横に配設され、壁面に添設され
る組立式収納棚であって、中央部の左右の縦板１ａ，１
ｂ間のみに背板４及び底板５が設けられた組立式収納棚
である。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の縦板と横板を組み合わせることで方形状の収納部が縦横に配設され、壁面に添設
される組立式収納棚であって、中央部の左右の縦板間のみに背板及び底板が設けられてい
ることを特徴とする組立式収納棚。
【請求項２】
　請求項１記載の組立式収納棚において、前記中央部の左右の縦板の正面側には前記横板
を嵌め込むための溝が所定間隔で設けられ、さらに他の縦板の正面側には前記横板を嵌め
込む溝が所定間隔で設けられ、また、前記横板の背面側には前記中央部の左右の縦板及び
他の縦板を嵌め込む溝が所定間隔で設けられていることを特徴とする組立式収納棚。
【請求項３】
　複数の縦板と横板を組み合わせることで方形状の収納部が縦横に配設され、壁面に添設
される組立式収納棚であって、左右両側に位置する左右一対の縦板間のみに背板及び底板
が設けられていることを特徴とする組立式収納棚。
【請求項４】
　請求項３記載の組立式収納棚において、前記左右両側に位置する左右一対の縦板の正面
側には前記横板を嵌め込むための溝が所定間隔で設けられ、さらに他の縦板の正面側には
前記横板を嵌め込む溝が所定間隔で設けられ、また、前記横板の背面側には左右両側に位
置する左右一対の縦板及び他の縦板を嵌め込む溝が所定間隔で設けられていることを特徴
とする組立式収納棚。
【請求項５】
　請求項１～４いずれか１項に記載の組立式収納棚において、この収納棚は上方にＨ型金
具を介して縦板と横板を組み合わせて方形状の収納部が横に配設された一段若しくは複数
段の補助棚が連設されていることを特徴とする組立式収納棚。
【請求項６】
　請求項５記載の組立式収納棚において、前記Ｈ型金具は、この収納棚の前記縦板と前記
補助棚の縦板とを連結するものであり、前記各縦板の左右両側に添設される垂直板間に前
記各縦板の上端と前記縦板の下端に挟持される水平板が連設された構成であることを特徴
とする組立式収納棚。
【請求項７】
　請求項６記載の組立式収納棚において、前記Ｈ型金具は金属製であることを特徴とする
組立式収納棚。
【請求項８】
　請求項１～７いずれか１項に記載の組立式収納棚において、縦板、横板、背板、及び底
板が木製であることを特徴とする組立式収納棚。
【請求項９】
　複数の縦板と横板を組み合わせることで方形状の収納部が縦横に配設され、壁面に添設
される組立式収納棚の組み立て方法であって、設置面上で中央部を構成する左右の前記縦
板間に背板及び底板を設けて縦１列の枠を形成し、続いて、この枠を起こし該枠に前記横
板を正面から設け、続いて、この枠に設けられた前記横板に裏面から前記各縦板を設ける
ことを特徴とする組立式収納棚の組み立て方法。
【請求項１０】
　請求項９記載の組立式収納棚の組み立て方法において、前記枠の左右の縦板の正面側に
は前記横板を嵌め込むための溝が所定間隔で設けられ、さらに他の縦板の正面側には前記
横板を嵌め込む溝が所定間隔で設けられ、また、前記横板の背面側には前記枠の左右の縦
板及び他の縦板を嵌め込む溝が所定間隔で設けられ、前記縦板と横板とは前記溝により嵌
合して組み付けられるものであることを特徴とする組立式収納棚の組み立て方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、壁面に添設して使用する組立式収納棚およびその組み立て方法に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　本発明者は、これまでに図７に図示したような、板30を溝31にはめ込むことで方形状の
収納部32を縦横に設け、壁面に添設して使用する組立式収納棚を提案している（非特許文
献１、以下「従来例」という。）。この従来例は四隅の収納部32に斜め板33を配すること
で、横方向からの荷重強度を上げている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】「margherita　建築設計事務所がデザインする収納家具」ホームページ
：margherita.jp/shelf/
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来例は横方向からの荷重に対して強度が不十分であり、また斜め
板33を配した収納部32には物を入れることができず、それだけ収納スペースが小さくなる
という欠点があった。
【０００５】
　また、従来例は、組み立てに際し、床面である程度、縦横に板30を嵌め込んで組み立て
たあと、寝かせた状態から引き起こして壁面に添設させることになり、この引き起こす工
程が厄介なため、安全面を考慮するとこの引き起こし作業には２名以上が必要であった。
【０００６】
　本発明は、中央部のみに背板および底板を設けることで、上述した横方向から荷重強度
を確保し、また前記斜め板がない分、収納スペースが広がり、さらに中央部に背板および
底板を有する一列を予め構成し、起立状態としたのち縦板、横板を組むことができるため
、１名での組み立て作業が可能となる画期的な組立式収納棚及びその組み立て方法に係る
ものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　添付図面を参照して本発明の要旨を説明する。
【０００８】
　複数の縦板１と横板２を組み合わせることで方形状の収納部３が縦横に配設され、壁面
に添設される組立式収納棚であって、中央部の左右の縦板１ａ，１ｂ間のみに背板４及び
底板５が設けられていることを特徴とする組立式収納棚に係るものである。
【０００９】
　また、請求項１記載の組立式収納棚において、前記中央部の左右の縦板１ａ，１ｂの正
面側には前記横板２を嵌め込むための溝６が所定間隔で設けられ、さらに他の縦板１ｃの
正面側には前記横板２を嵌め込む溝６が所定間隔で設けられ、また、前記横板２の背面側
には前記中央部の左右の縦板１ａ，１ｂ及び他の縦板１ｃを嵌め込む溝７が所定間隔で設
けられていることを特徴とする組立式収納棚に係るものである。
【００１０】
　また、複数の縦板１と横板２を組み合わせることで方形状の収納部３が縦横に配設され
、壁面に添設される組立式収納棚であって、左右両側に位置する左右一対の縦板１ａ，１
ｂ間のみに背板４及び底板５が設けられていることを特徴とする組立式収納棚に係るもの
である。
【００１１】
　また、請求項３記載の組立式収納棚において、前記左右両側に位置する左右一対の縦板
１ａ，１ｂの正面側には前記横板２を嵌め込むための溝６が所定間隔で設けられ、さらに
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他の縦板１ｃの正面側には前記横板２を嵌め込む溝６が所定間隔で設けられ、また、前記
横板２の背面側には左右両側に位置する左右一対の縦板１ａ，１ｂ及び他の縦板１ｃを嵌
め込む溝７が所定間隔で設けられていることを特徴とする組立式収納棚に係るものである
。
【００１２】
　また、請求項１～４いずれか１項に記載の組立式収納棚において、この収納棚は上方に
Ｈ型金具10を介して縦板８と横板９を組み合わせて方形状の収納部11が横に配設された一
段若しくは複数段の補助棚12が連設されていることを特徴とする組立式収納棚に係るもの
である。
【００１３】
　また、請求項５記載の組立式収納棚において、前記Ｈ型金具10は、この収納棚の前記縦
板１と前記補助棚の縦板８とを連結するものであり、前記各縦板１，８の左右両側に添設
される垂直板13間に前記各縦板１の上端と前記縦板８の下端に挟持される水平板14が連設
された構成であることを特徴とする組立式収納棚に係るものである。
【００１４】
　また、請求項６記載の組立式収納棚において、前記Ｈ型金具10は金属製であることを特
徴とする組立式収納棚に係るものである。
【００１５】
　また、請求項１～７いずれか１項に記載の組立式収納棚において、縦板１、横板２、背
板４、及び底板５が木製であることを特徴とする組立式収納棚に係るものである。
【００１６】
　また、複数の縦板１と横板２を組み合わせることで方形状の収納部３が縦横に配設され
、壁面に添設される組立式収納棚の組み立て方法であって、設置面上で中央部を構成する
左右の前記縦板１ａ，１ｂ間に背板４及び底板５を設けて縦１列の枠Ａを形成し、続いて
、この枠Ａを起こし該枠Ａに前記横板２を正面から設け、続いて、この枠Ａに設けられた
前記横板２に裏面から前記各縦板１を設けることを特徴とする組立式収納棚の組み立て方
法に係るものである。
【００１７】
　また、請求項９記載の組立式収納棚の組み立て方法において、前記枠Ａの左右の縦板１
ａ，１ｂの正面側には前記横板２を嵌め込むための溝６が所定間隔で設けられ、さらに他
の縦板１ｃの正面側には前記横板２を嵌め込む溝６が所定間隔で設けられ、また、前記横
板２の背面側には前記枠Ａの左右の縦板１ａ，１ｂ及び他の縦板１ｃを嵌め込む溝７が所
定間隔で設けられ、前記縦板１と横板２とは前記溝６，７により嵌合して組み付けられる
ものであることを特徴とする組立式収納棚の組み立て方法に係るものである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明は上述のように構成したから、横方向からの荷重に対する脆弱性が大幅に改善さ
れ、十分な収納スペースを有し、組み立てが容易である画期的な組立式収納棚及びその組
み立て方法となる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】実施例１における横板の嵌め込み方を示す斜視図である。
【図２】実施例１において、中央部に横板を嵌め込んだ組み立て段階を示す斜視図である
。
【図３】実施例１における縦板の嵌め込み方を示す斜視図である。
【図４】実施例１における収納棚の上方に補助棚をＨ型金具を用いて連設する状態の斜視
図である。
【図５】実施例１における収納棚の上方に補助棚をＨ型金具を用いて連設した状態の要部
の断面図である。
【図６】実施例１の斜視図である。
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【図７】実施例２の斜視図である。
【図８】従来例の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　好適と考える本発明の実施形態を、図面に基づいて本発明の作用を示して簡単に説明す
る。
【００２１】
　本収納棚は、複数の縦板１および横板２が縦横に配設されるため、各収納部３に収納物
、例えば本などを収納することが可能となる。
【００２２】
　また、本収納棚は、中央部の左右の縦板１ａ，１ｂ間に背板４及び底板５が設けられて
いるため、横方向からの荷重強度が十分確保されることになる。
【実施例１】
【００２３】
　本発明の具体的な実施例１について図１～６をもとに以下に説明する。
【００２４】
　実施例１は、複数の縦板１と横板２を組み合わせることで方形状の収納部３が縦横に配
設され、壁面に添設される組立式収納棚であって、中央部の左右の縦板１ａ，１ｂ間のみ
に背板４及び底板５が設けられている組立式収納棚である。
【００２５】
　この収納棚は、６枚の木製縦板１、６枚の木製横板２及び２枚の木製側板15によって構
成され、４９個の収納部３を有している。縦板１は一番下の横板２から下方へ突出した状
態、また、一番上の横板２から上方へ突出した状態となっている。
【００２６】
　この収納棚は、中央部の左右の縦板１ａ，１ｂの正面側には前記横板２を嵌め込むため
の溝６が約４０センチ間隔で６箇所設けられ、さらに他の縦板１ｃの正面側には前記横板
２を嵌め込む溝６が約４０センチ間隔で６箇所設けられ、また、前記横板２の背面側には
前記中央部の左右の縦板２及び他の縦板１ｃを嵌め込む溝７が約４０センチ間隔で６箇所
設けられている。
【００２７】
　この収納棚は上方に、Ｈ型金具10を介して縦板８と横板９を組み合わせ方形状の収納部
11が横に７個配設された補助棚12を連設することができる。図４は１段の補助棚12を連設
する場合である。
【００２８】
　前記Ｈ型金具10は、金属製であり、図５に図示したように、この収納棚の前記縦板１と
前記補助棚の縦板８とを連結するものであり、前記各縦板１，８の左右両側に添設される
垂直板13間に前記各縦板１の上端と前記縦板８の下端に挟持される水平板14が連設された
構成である。したがって、前記Ｈ型金具10はこの収納棚の場合７個必要である。
【００２９】
　この収納棚は壁面16に適宜な手段、たとえばＬ字型金具及びビスなどで止着される。
【００３０】
　なお、収納部３には、本など適宜なものを収納する。
【００３１】
　また、この収納棚と同構造の収納棚を左右に連設すれば幅が２倍の収納棚となる。
【００３２】
　以下にこの収納棚の組立て方を説明する。
【００３３】
　(１)　箱詰めされている縦板１、横板２、側板15、背板４及び底板５を箱から取り出し
、床上で、中央部を構成する縦１列の枠Ａを組み立て、続いてこの床上の中央部を構成す
る縦１列の枠Ａを起立状態とする。
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【００３４】
　(２)　正面から前記中央部の枠Ａの縦板１ａ，１ｂの溝６に横板２を嵌め込み、続いて
、裏面から前記横板２の溝７に縦板１を嵌め込む。
【００３５】
　(３)　左右の側板15を横板２にビスで固定してこの収納棚は完成する。このあと、この
収納棚を壁面にビスなどで固定する。
【００３６】
　実施例１に係る収納棚は、上述のように構成したから、以下のような作用効果を奏する
。
【００３７】
　中央部のみに背板４および底板５を設けた縦１列の枠Ａを設けたから、横方向から荷重
強度が十分確保され、また前記従来例のような斜め板33がないから、収納スペースがそれ
だけ広がり、さらに中央部に背板４および底板５を有する縦１列の枠Ａを床上で予め組み
立て、起立状態としてから縦板１、横板２を嵌め込むことができるため、従来例のように
２名の作業者が必要となることはなく、１名での組み立て作業が可能となる。また上方に
Ｈ型金具10を用いて補助棚を簡単に連設できるからを任意の高さの収納棚を簡易に提供で
きることになる。
【実施例２】
【００３８】
　本発明の具体的な実施例２について図７に基づいて説明する。
【００３９】
　実施例２は、複数の縦板１と横板２を組み合わせることで方形状の収納部３が縦横に配
設され、壁面に添設される組立式収納棚であって、左右両側に位置する左右一対の縦板１
ａ，１ｂ間のみに背板４及び底板５が設けられている組立式収納棚である。
【００４０】
　実施例２は実施例１の前記中央部を構成する縦１列の枠Ａを、中央部には設けず、左右
両側に設けたもので、その余は実施例１と同様である。
【００４１】
　なお、実施例２の組み立て方は以下の通りである。
【００４２】
　(１)　箱詰めされている縦板１、横板２、側板15、背板４及び底板５を箱から取り出し
、床上で、左右両側に位置する縦１列の枠Ｂ、枠Ｃを組み立て、続いてこの床上の左右両
側の枠Ｂ及び枠Ｃを起立状態とする。
【００４３】
　(２)　正面から前記左右両側部の棚Ｂ、棚Ｃの縦板１ａ，１ｂの溝６に横板２を嵌め込
み、続いて、裏面から前記横板２の溝７に縦板１を嵌め込む。
【００４４】
　(３)　左右の側板15を横板２にビスで固定してこの収納棚は完成する。
【００４５】
　実施例２に係る収納棚は、上述のように構成したから、以下のような作用効果を奏する
。
【００４６】
　左右両端に背板４および底板５を設けた枠Ｂ及び枠Ｃを設けたから、横方向から荷重強
度が十分確保され、また前記従来例のような斜め板33がないから、収納スペースがそれだ
け広がり、さらに左右両端に背板４および底板５を有する枠Ｂ及び枠Ｃを床上で予め組み
立て、起立状態としてから縦板１、横板２を嵌め込むことができるため、従来例のように
２名の作業者が必要となることはなく、１名での組み立て作業が可能となる。また上方に
Ｈ型金具10を用いて補助棚を簡単に連設できるからを任意の高さの収納棚を簡易に提供で
きることになる。
【符号の説明】
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【００４７】
　Ａ　中央部の枠
　１　縦板
　１ａ　中央部の縦板（左）
　１ｂ　中央部の縦板（右）
　１ｃ　その他の縦板
　２　横板
　３　収納部
　４　背板
　５　底板
　６　縦板の溝
　７　横板の溝
　８　補助棚の縦板
　９　補助棚の横板
　10　Ｈ型金具
　11　補助棚の収納部
　12　補助棚
　13　垂直板
　14　水平板

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【手続補正書】
【提出日】令和2年7月3日(2020.7.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】

【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】

【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】
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